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猪
苗
代
町
へ
の

移
住
・
定
住
へ
つ
な
が
る

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

福島県　猪苗代町

加藤律
り

樹
き

さん
●令和 4年 5月着任　●埼玉県出身

　大学を卒業して大手のホテル会社に就職しました。赴任地が裏磐梯のホテルだったのですが、この地域の豊かな自然と過ごしやすさに魅了されましたし、多くの友人にも恵まれました。会社は４年ほど勤務して退社し地元に戻りましたが、もっと磐梯高原エリアで地域に関わる仕事がしたいと思い、友人から教えてもらった猪苗代町の地域おこし協力隊に応募しました。

　スーパーや病院
など、生活に必要

な施設はそろって
いるので、不便さ

はありません。赴
任してから、バイ

クにカメラ、キャ
ンプと趣味もたく

さん増えました。
まちの人たちはと

ても活発で、チャ
レンジする人に寛

容です。移住者にも
優しいまちです。

　赴任した年の 7月に、地域限定旅行業の「KAtrip（かとりっぷ）」を個人事業主として開業しました。猪苗代のたくさんの見どころを自転車で回るツアーなどを、地域の皆さんの協力を得ながらつくっています。こうした取組を続けながら、猪苗代町のファンを増やしていく地域貢献ができればと考えています。

　商工観光課に所
属し、主に移住・

定

住促進と観光促進
関連の業務を行っ

て

います。猪苗代町
では、移住・定住

を

検討されている方
を支援するための

「移住・定住相談
ワンストップ窓口

」

を設けていて、こ
ちらの担当もして

い

ます。

地域おこし協力隊に応募したきっかけは?
猪苗代町は
どんなところですか

？

今後の目標は？

地域おこし協力隊と
して

どんな活動を
していますか？

QQ

Q

Q

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.10

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR 等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1 年以上、3 年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8 年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。

雄大な磐梯山をバックに町役場の方と。

東京などで行われる移住・定住イベントにも
出向く。

インバウンド促進も
積極的に行っている。

スノーシューを履いて、冬の夜空の星空案内
をする「スターライトスノーシュー」を実施。
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4頭のジャイアントパンダ家族が暮らしている「南紀白浜」アドベンチャーワー
ルド。動物園、水族館、遊園地が一体になった一大テーマパークです。

地域DXで
社会が変わる
「モバイル市場競争促進プラン」
を公表しました
令和５年11月７日

和歌山県
白浜町

特集1

特集2

地方のかがやき

MIC NEWS 01

令和６年４月から
公共安全モバイルシステムが始まります

MIC NEWS 02

私たちの貴重な文化財を火災から守りましょう
１月２６日は文化財防火デーです

マイナンバーカードの活用事例を紹介！
岐阜県下呂市

表 紙 の 写 真>> >>
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人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
が
進
む
中
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
は
、
地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
Ｄ
Ｘ
）

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
地
域
Ｄ
Ｘ
」
に
は
、
自
治
体
行
政
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
自
治
体
Ｄ
Ｘ
）
と
地
域
社

会
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
）
の

２
つ
の
側
面
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
は
、
行
政
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
行

政
内
部
の
デ
ー
タ
連

係
等
を
通
じ
、
住
民

の
利
便
性
向
上
と
業

務
の
効
率
化
を
図
る

も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
や
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
な
ど
、

自
治
体
と
住
民
の
接

点
の
多
様
化
・
充
実

化
を
図
る
「
フ
ロ
ン

ト
ヤ
ー
ド
」
の
改
革

や
、
地
方
自
治
体
内

部
の
業
務
、す
な
わ
ち
「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」

の
効
率
化
を
図
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

他
方
、地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
は
、医
療
、保
育
、

交
通
、
観
光
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
お

け
る
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。

地
方
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
住
民
、
民
間

事
業
者
な
ど
、
そ
の
区
域
の
多
様
な
主
体

が
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
買
い
物
弱
者
へ
の
支

援
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
医
療
・
介
護
施
設
で
の
デ
ー
タ
確
認
の

よ
う
に
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
地
域

社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

る
場
面
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
地
域
社

会
Ｄ
Ｘ
の
２
つ
の
側
面
か
ら
各
地
の
地
域

Ｄ
Ｘ
を
支
援
す
る
施
策
を
展
開
し
、
全
国

「
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
」
が
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
を
実
感
で
き
、
便
利
で
暮
ら
し
や

す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地域DXで
社会が変わる

■ 特 集 １ ■

地
域
Ｄ
Ｘ
の
概
要

1地域 DX の推進
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特集１ ■ 地域 DX で社会が変わる

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
効
率
化
は
、
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
る
情
報
処
理
の
集
約
化
・
効

率
化
と
い
う
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
）
改
革
が
主
で
し
た
。

　

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
と
は
、

自
治
体
窓
口
な
ど
住
民
の
方
と
の
接
点

（
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
）
の
多
様
化
・
充
実

化
に
よ
っ
て
、
業
務
の
効
率
化
と
住
民
利

便
性
の
向
上
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
３
点
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
有
効
活
用

し
、
対
面
・
非
対
面
の
対
応
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
接
点

の
多
様
化
と
充
実
化
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
自
宅
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

簡
単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
（
困
っ
た
と

き
も
チ
ャ
ッ
ト
等
で
問
合
わ
せ
）
が
で
き
、

来
庁
し
た
い
時
も
、
予
約
シ
ス
テ
ム
で
希

望
す
る
時
間
に
簡
単
に
予
約
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

近
場
に
あ
る
郵
便
局
や
公
民
館
は
、
リ

モ
ー
ト
窓
口
と
し
て
、
行
政
手
続
の
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
、
本
庁
舎
と
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
等
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
行
く
場
合
も
、
予
約
シ
ス
テ
ム

で
待
た
ず
に
受
付
し
、
簡
単
な
手
続
は
セ

ル
フ
端
末
で
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
何
度

も
書
類
を
書
か
せ
な
い
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
」
や
、
個
別
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
丁

寧
な
相
談
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
本

人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
大
き
く
進
ん
だ

こ
と
で
、
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
本
人
確
認

を
行
え
る
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
進
ん
で
も
、
窓
口

で
紙
の
申
請
書
に
記
入
し
て
も
ら
う
の
で

は
、
事
務
処
理
は
減
り
ま
せ
ん
。
対
面
で

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
対

応
（
書
か
な
い
窓
口
）
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
化
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
効
率
化
・
集
約
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ほ
か
、
手
続
き
の
処
理
状
況

等
も
デ
ー
タ
で
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

で
業
務
改
善
に
取
り
組
み
、
窓
口
業
務
の

更
な
る
効
率
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
（
参
考
１
）。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進 

～
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
が
目
指
す
も
の
～

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

活
用
に
よ
る
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

の
多
様
化
・
充
実
化

紙
で
は
な
く
デ
ー
タ
で
対
応

❶

❷

2

【資料１】地方公共団体のフロントヤード（窓口）改革の取組状況

A 自宅で B 近場で
1 スマホからオンライン申請
・来庁せずにオンラインで
　手続き完結
2 自宅で予約
・来庁したいときも自宅で簡単予約

✓困ったときはチャット
　（有人・ボット）で相談
✓マイナンバーカードで本人確認

リモート窓口を活用し、
行政手続き（オンライン申請）
をサポート
本庁職員とリモート相談も郵便局

公民館

リモート窓口
（令和 5 年 2 月現在）

総合窓口
（令和 4 年 4 月現在）

ライフイベント別
ワンストップ窓口

（令和 5 年 2 月現在）

書かない窓口
（令和 5 年 2 月現在）

106 団体
（6.1％）

118 団体
（38.8％）
115 団体

（37.8％）
74 団体

（24.3％）
142 団体

（46.7％）
72 団体

（23.7％）
59 団体

（19.4％）

全市区町村 本人がネットで
事前入力
マイナンバーカードを
用いて読み込み入力
本人が端末（タブレット
等）に入力
職員が聞き取って
端末に入力
自治体が保持している
データを表示

その他

「導入している」と回答した団体（304 団体）
における「書かない窓口」の種別

（複数回答可）

272 団体
（15.6％）

438 団体
（25.2％）

304 団体
（17.5％）

5 団体
（25.0％）指定都市

特別区

中核市

指定都市・
中核市以外の市

町村

8 団体
（10.0％）

14 団体
（70.0％）

10 団体
（50.0％）

4 団体
（17.4％）

7 団体
（30.4％）

8 団体
（34.8％）

7 団体
（30.4％）

10 団体
（16.1％）

25 団体
（40.3％）

45 団体
（72.6％）

33 団体
（53.2％）

70 団体
（9.9％）

135 団体
（19.0％）

238 団体
（33.5％）

192 団体
（27.0％）

17 団体
（1.8％）

97 団体
（10.5％）

133 団体
（14.4％）

62 団体
（6.7％）



工程ごとの平均対応時間（分）

仮受付

仮受付後　空き時間

事前審査1（OP入力）

事前審査1後　空き時間

事前審査2（審査）

事前審査2後　空き時間

窓口受付

窓口受付後　空き時間

住所入力（OP入力）

住所入力1後　空き時間

0
16

5
17

3
3

6
8

4
20

Before

工程ごとの平均対応時間（分）

仮受付

仮受付後　空き時間

事前審査1（OP入力）

事前審査1後　空き時間

事前審査2（審査）

事前審査2後　空き時間

窓口受付

窓口受付後　空き時間

住所入力（OP入力）

住所入力1後　空き時間

0
10

3
12

2
2

5
5

2
16

After

データ分析による業務改善
により処理時間減少
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こ
の
よ
う
な
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を

進
め
る
と
、
業
務
効
率
化
や
人
的
配
置
の

最
適
化
と
と
も
に
、
庁
舎
空
間
に
つ
い
て

も
、
手
続
き
の
た
め
の
記
載
台
を
削
減
し
、

住
民
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
す
る
な
ど
見
直
し

が
図
ら
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、住
民
や
地

域
社
会
を
担
う
様
々
な
主
体
が
集
い
、
役

所
側
も
相
談
・
交
流
や
企
画
立
案
な
ど
き

め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
、
地
域
社
会
の

変
革
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

自
治
体
に
お
け
る
改
革
の
状
況
を
見
る

と
、
書
か
な
い
窓
口

や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

別
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
な
ど
様
々
な
取
組
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
進
捗
状
況
は
自
治
体
の
規
模
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
（
資
料
１
）。

　

総
務
省
で
は
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算

で
、
特
に
意
欲
の
あ
る
自
治
体
に
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
っ
て
も
ら
い
、
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
改
革
の
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
他
の
自
治
体
が
取
り
組
む
に

当
た
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整
理
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
得
ら
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
横
展
開
を
通
じ
て
、
自

治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
広
く
普
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
と
住
民
と
の
接
点
で
あ
る
、
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
を
改
革
し
、
住
民
の
方
か

ら
「
役
所
が
変
わ
っ
た
」
と
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【参考 1】データ分析による業務改善（イメージ）

庁
舎
空
間
は
、

単
な
る
手
続
き
の
場
所
か
ら
、

多
様
な
主
体
と
の
協
働
の
場
へ

❸

〈
総
務
省
の
取
組
〉

〈
お
わ
り
に
〉

出典：総務省「自治体フロントヤード改革に関する個別取組事例集」のグラフを加工
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現
在
、
行
政
手
続
き
を
行
う
際
に
は
、

市
役
所
に｢

行
く｣
、
書
類
を｢

書
く｣

、

順
番
を｢

待
つ
」
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
北
九
州
市
で
は
、
ユ

ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
業
務
効
率
化
、
職
員
の
働
き
方
改

革
に
取
り
組
む
「
市
役
所
の
Ｄ
Ｘ
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
７
月
に
は
、
総
合
的
な
フ
ロ

ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
進
め
る
た
め
、
副
市

長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
、各
局
を
横
断
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
ス
マ
ホ
で
ら

く
ら
く
」「
ス
マ
ー
ト
で
ら
く
ら
く
」
の

意
味
を
込
め
て
「
ス
マ
ら
く
区
役
所
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
ま
し
た
。

　

住
民
と
行
政
と
の
接
点
が
、
対
面
で
の

窓
口
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
対
応
な
ど
多
様
化
し
て
い
く

中
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
目

線
に
立
ち
、
総
合
的
に
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
、
区
役
所
に
行
か
ず
、
自
宅
か
ら

ス
マ
ホ
で
簡
単
に
手
続
き
や
施
設
の
予
約

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
役
所
に
行
く
必
要
が
あ
る
場

合
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
な
ど
の
導
入

に
よ
り
、
市
民
が
窓
口
で
待
つ
、
書
く
場

面
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

区
役
所
以
外
の
身
近
な
場
所
で
も
、
デ

ジ
タ
ル
に
な
じ
み
の
な
い
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

改
革
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
各
区
共
通

の
定
型
・
大
量
業
務
を
集
中
処
理
す
る
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
し
、
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
・

ロ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
、
業

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

マ
ン
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
相
談
対
応
・

支
援
等
を
手
厚
く
で
き
る
よ
う
、
シ
フ
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
う
ち
一
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
年
実
証
を
開
始
し
た
窓
口
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
・
発
券
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

通
常
の
割
り
込
み
方
式
と
は
異
な
り
、

予
め
時
間
枠
を
設
定
し
て
、
市
民
に
予
約

し
て
も
ら
う
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
支
援
窓
口
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
市
民

は
予
約
し
た
時
間
に
来
庁
し
、
待
つ
こ
と

な
く
手
続
き
が
で
き
る
こ
と
か
ら
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
94
％
の
方
か
ら
満
足
ま

た
は
や
や
満
足
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。　

　

予
約
せ
ず
に
来
庁
さ
れ
た
方
に
は
、
そ

の
場
で
目
安
時
間
を
案
内
し
、
都
合
が
悪

け
れ
ば
空
き
時
間
か
ら
予
約
も
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
、
そ
の
時
間
ま
で
の
間
、
食

事
や
買
い
物
に
行
く
な
ど
、
時
間
を
有
効

に
活
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
窓
口
の
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
・
分
析
で
き
、

そ
の
結
果
を
ノ
ー
コ
ー
ド
で
即
座
に
設
定

で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。
業
務

効
率
化
や
窓
口
体
制
の
最
適
化
の
観
点
で

も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
３
年
間
で
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
に
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
推

進
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
生
み

出
さ
れ
る
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
か
し
、

よ
り
一
層
、
市
民
の
方
に
寄
り
添
っ
た
相

談
や
支
援
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
き
め
細

か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
で
の
取
組
状
況
は

具
体
的
な
取
組
は

今
後
の
展
望
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指
す
も
の
は

特集１ ■ 地域 DX で社会が変わる

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進 

～
北
九
州
市
久
芳
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
推
進
課
長
に
聞
く
～

3Q

Q

Q

Q AA

A

A
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自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
つ

い
て
は
、「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

原
則
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
自
治
体
が
統

一
的
な
基
準
に
適
合
し
た
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

  

　

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
個
別
に
機
能
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
等

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
維
持
管

理
、
制
度
改
正
時
の
改
修
等
に
お
け
る
負

担
が
大
き
く
、
ま
た
、
自
治
体
間
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
に
よ

る
共
同
利
用
が
円
滑
に
進
ま
な
い
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
自
治
体
が

従
来
シ
ス
テ
ム
開
発
等
に
費
や
し
て
い
た

人
的
・
財
政
的
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
リ

ソ
ー
ス
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
企
画
立
案
業
務
に
注

力
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
、
現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て
標

準
化
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ

移
行
さ
せ
る
た
め
の
財
政
支
援
を
実
施
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
は
、
各
自
治
体
が
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

へ
移
行
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革

支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
計
上

し
た
１
８
２
５
億
円
に
加
え
、
新
た
に

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改
革
（
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
）

4

情報システムの標準化イメージ

【標準化前】

【標準化後】

新機能の追加は、システムごとに個別に判断

新機能を標準化仕様に追加し、それに沿って開発→費用削減・迅速な普及

標準仕様に基づくシステムを採用

５
１
６
３
億
円
を
積
み
増
し
し
、
補
正
後

の
総
額
は
６
９
８
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
標
準
化
・
共
通
化
を
含
む
地

方
自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
支
援

す
る
た
め
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

創
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
支
援
策

を
実
施
し
な
が
ら
全
国
の
自
治
体
が
、
標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
か
つ
安
全
な

移
行
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

個別に仕様を
作成・発注

X社

X社

Y社

Y社

B市

B市

A市

A市

カスタマイズなし

カスタマイズなし カスタマイズなし

カスタマイズあり カスタマイズなし カスタマイズあり

C市

C市

E村

E村

D町

D町

個別に仕様を
作成・発注

個別に仕様を
作成・発注

個別に仕様を
作成・発注

ベンダ間の移行を円滑化
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フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
改
革
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
加
え
、
地
域
社

会
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
地
域
社
会
Ｄ

Ｘ
の
推
進
も
重
要
で
す
。

　

地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
と
は
、
先
に
述
べ
た
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
高
齢
者
の
方
を

は
じ
め
と
す
る
買
い

物
弱
者
支
援
の
よ
う

な
、
住
民
生
活
に
密

着
し
た
課
題
（
医
療
、

交
通
、
子
育
て
支
援

等
）
に
つ
い
て
、
Ｄ

Ｘ
に
よ
っ
て
解
決
を

図
る
取
組
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
社

会
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、

地
方
自
治
体
だ
け
で

な
く
、
住
民
や
地
域

の
医
療
・
福
祉
、
商

工
・
観
光
等
の
事
業

者
な
ど
、
そ
の
区
域

の
多
様
な
主
体
が
協

力
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
課
題
は
、
都
市
・

地
方
、
山
間
地
域
・
沿
岸
地
域
、
寒
冷
な

地
域
・
温
暖
な
地
域
な
ど
、
各
地
域
の
特

性
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
ま
た
同
地
域

の
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
場
合
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
町
村
が
単
独
で
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
都
道
府
県
と
市
町
村
等

が
連
携
し
た
推
進
体
制
を
構
築
し
、
各
市

町
村
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
、

切
れ
目
な
く
届
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
愛
媛
県
で
は
、
知
事
と
市
町

村
の
首
長
に
よ
る
協
働
宣
言
や
、
県
・
市

町
村
の
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
確
保
・

シ
ェ
ア
す
る「
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
等
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
推
進
体
制
は
、
地
域
社
会
Ｄ

Ｘ
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
、
全
国
津
々

浦
々
で
地
域
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
推

進
体
制
構
築
に
向
け
た
支
援
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

特集１■ 地域 DX で社会が変わる

地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
・
推
進
体
制
の
構
築
・
人
材
育
成

5地域社会 DX の推進

【参考 2】県と県内市町による高度デジタル人材シェアリング事業

出典：総務省「自治体 DX 推進参考事例集」（令和５年４月改定）



【資料２】
外部デジタル人材の活用状況

【資料3】外部デジタル人材の活用に向けた課題

出典：令和４年度地方公共団体における
　　　行政情報化の推進状況調査
　　　（令和４年４月１日現在）
　　　「DXを推進するための外部デジタル
　　　人材の活用」（単一回答）

期待する役割やスキルを
整理・明確にできない 665市区町村 （51.1％）

153市区町村 （11.8％）

回答 団体数 割合

検討する余裕がない

70市区町村 （5.4％）人件費が財政的に負担

出典：地方公共団体におけるデジタル人材の活用に関する調査（Ｃ調査）　　
　　　（令和４年９月１日現在）
　　　「（活用していない1,302 市区町村における）活用に向けた課題」（単一回答）

1,741
市区町村

345
（19.8％）

1,396
（80.2％）活用して

いない

活用
している

【資料 4】DX・情報化に係る
　　　　  職員育成の取組状況

【資料5】DX・情報化に係る職員育成にあたっての課題

出典：令和４年度地方公共団体における
　　　行政情報化の推進状況調査
　　　（令和４年４月１日現在）
　　　「DX・情報化を推進するための職員
　　　育成の取組」（単一回答）

育成方針を
立てることが困難 1,283市区町村 （73.7％）

153市区町村 （8.8％）

回答 団体数 割合

職員が研修を受講する
時間を確保することが困難

70市区町村 （4.0％）育成予算の確保が困難

出典：地方公共団体におけるデジタル人材の活用に関する調査（Ｃ調査）　　
　　　（令和４年９月１日現在）
　　　「（活用していない1,302 市区町村における）活用に向けた課題」（単一回答）

1,741
市区町村

1,311
（75.3％）

430
（24.7％）

実施して
いない

実施
している

【図】デジタル人材の確保・育成の全体像（イメージ）

③CIO補佐官等

高度専門人材
デ
ジ
タ
ル
人
材

DX推進リーダー
デジタルツールを“活用できる”
・要件を整理し、”発注できる”

一般行政職員

⑤確保・育成
事例集

④研修充実・
アドバイザー派遣

②庁内の中核を
担う職員の育成

①都道府県等
による人材の確保

［　　　　　］

［　　　　　］

［　　　　　］

デジタルツールの“目利きが
できる”・“作ることができる”

デジタルツールを “使える”
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ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
も
重
要
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
は
官
民
で
逼
迫
し
て
い
る

な
か
で
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
で
、
確

保
に
関
し
て
は
「（
外
部
か
ら
確
保
す
る

人
材
に
対
し
て
）
期
待
す
る
役
割
や
ス
キ

ル
を
整
理
・
明
確
に
で
き
な
い
」、
育
成

に
関
し
て
は
「
育
成
方
針
を
立
て
る
こ
と

が
困
難
」
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
都
道
府

県
等
に
よ
る
市
町
村
支
援
の
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
に
要
す
る
経
費
（
図
中

①
）
や
Ｄ
Ｘ
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
要

す
る
経
費
（
図
中
②
）
に
つ
い
て
特
別
交

付
税
措
置
を
創
設
し
ま
し
た
（
外
部
デ
ジ

タ
ル
人
材
を
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
等
と
し
て
任

用
す
る
際
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
の
特

別
交
付
税
措
置
は
令
和
３
年
度
に
創
設

（
図
中
③
））。さ
ら
に
、人
材
確
保
に
向
け

た
伴
走
支
援
事
業
や
研
修
機
関
に
お
け
る

研
修
の
充
実
（
図
中
④
）、
先
進
団
体
に

お
け
る
人
材
確
保
・
育
成
の
取
組
の
横
展

開（
図
中
⑤
）な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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総
務
省
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
組
を
各
自
治
体
に
お
い
て
着

実
に
進
め
て
い
け
る
よ
う
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
自
治
体

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
は
じ
め
、
各
自

治
体
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

（
重
点
取
組
事
項
）
お
よ
び
そ
れ
を
実
施

す
る
に
あ
た
っ
て
活
用
可
能
な
国
の
支
援

策
等
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
計
画
を
踏
ま
え
て
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
際
に
想
定
さ
れ
る
一
連
の
手
順

（
Ｄ
Ｘ
の
認
識
共
有
・
機
運
醸
成
、
全
体

方
針
の
決
定
、
推
進
体
制
の
整
備
、
Ｄ
Ｘ

の
取
組
の
実
行
）
を
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
全
体

手
順
書
」
に
整
理
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
国
統
一
的
な
方
針
の
下
、

全
自
治
体
に
お
い
て
確
実
に
取
組
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
共
通
化
や
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
等
に
つ
い
て
、
個
別
に
手
順

書
を
作
成
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
Ｄ
Ｘ
の

先
進
的
な
取
組
を
参
考
事
例
集
と
し
て
と

り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
様
々

な
側
面
か
ら
地
方
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

全
国
津
々
浦
々
で
地
域
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
、
手
順
書
の
概
要

6
特集１ ■ 地域 DX で社会が変わる
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モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
契
約
数

が
２
億
件
を
超
え
、
日
々
の
生
活
に

密
着
し
た
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
革
新
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
速
い
で
す
。
モ
バ
イ

ル
が
納
得
感
の
あ
る
料
金
で
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
と
な
れ
ば
、
日
々
の
生
活

は
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
実
現
に
は
、
料
金
・
サ
ー
ビ

ス
本
位
の
競
争
に
つ
な
が
る
環
境
整

備
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
も
、
物
価

高
か
ら
国
民
生
活
を
守
る
観
点
で
、

携
帯
電
話
の
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
の
競

争
促
進
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
速
や
か

に
取
り
組
む
対
策
と
し
て
、
以
下
の

３
つ
を
柱
と
す
る
８
つ
の
取
組
を

「
日
々
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
の
モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ

ラ
ン
」
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

特集2

「モバイル市場競争促進プラン」
を公表しました

モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ
ン

①納得感のある料金・良質なサービスの実現

②事業者間の乗換えの円滑化の加速

③事業者間の公正な競争環境の整備の促進

令和５年 11 月７日

端末の廉売競争から、通信料金・サービス競争へのシフト

事業者を乗り換えるための費用（スイッチングコスト）の低廉化

事業者間の競争環境の整備

・MNO※１による代理店の指導強化

・「１円端末」販売等につながる過度な割引を規制（→転売ヤー等の防止）

端末流通市場の活性化

・新料金プランの移行の検討促進のための広報
・MNPワンストップ化の推進

・通信・端末分離規制の基準値の引き上げ（→独立系MVNO※２を規制の対象から除外）
・周波数の追加割当て
・接続料の更なる低廉化

・中古端末の安心・安全な流通の促進（マイナンバーカード機能の処理方法の明確化）

端末の廉売競争から、通信料金・サービス競争へのシフト

※１ MNO：移動通信事業者 (Mobile Network Operator) の略称。移動通信サービスに係る無線局を自ら開設・運用して、移動通信サービスを提供する電気通信事業者。
※２  MVNO：仮想移動通信事業者（Mobile Virtual Network Operator）の略称。移動通信サービスに係る無線局を自ら開設・運用せず他者から借り受けることで、

移動通信サービスを提供する電気通信事業者。
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モバイル市場競争促進プランの施策紹介（１）

　

か
つ
て
、
携
帯
各
社
は
、
端
末
の

大
幅
な
値
引
き
を
行
う
こ
と
で
、
携

帯
通
信
の
新
規
契
約
を
獲
得
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
携
帯
会
社
の

通
信
料
収
入
は
、
端
末
を
頻
繁
に
購

入
す
る
人
だ
け
に
還
元
さ
れ
る
一
方
、

端
末
を
購
入
し
な
い
人
に
は
還
元
さ

れ
ず
、
通
信
料
金
が
高
止
ま
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
是
正
し
、
端
末

の
廉
売
競
争
か
ら
、
通
信
料
金
・
サ

ー
ビ
ス
競
争
へ
の
シ
フ
ト
を
図
る
た

め
、
令
和
元
年
、
電
気
通
信
事
業
法

を
改
正
し
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
端
末
値
引
き

の
上
限
を
２
万
円
に
規
律
し
ま
し
た
。

　

端
末
の
割
引
規
制
は
、
導
入
当
初
、

効
果
が
現
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
白

ロ
ム
割
」
と
い
う
手
法
を
用
い
た
規

制
の
潜
脱
行
為
が
横
行
し
、「
１
円

端
末
」
販
売
等
の
極
端
な
端
末
割
引

が
復
活
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新

た
な
課
題
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
転

売
ヤ
ー
」
等
の
不
健
全
な
事
象
が
発

生
し
、
一
部
の
人
（
し
か
も
通
信
料

を
支
払
わ
な
い
転
売
ヤ
ー
等
）
に
通

信
料
収
入
が
還
元
さ
れ
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
１
円
端
末
販
売
等

に
つ
な
が
る
過
度
な
割
引
を
規
制

し
、
転
売
ヤ
ー
等
を
防
止
す
る
た

め
、
モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ

ン
の
対
策
と
し
て
、
潜
脱
行
為
の
手

法
で
あ
る
「
白
ロ
ム
割
」
を
規
制
と

す
る
と
と
も
に
、
端
末
割
引
額
の
上

限
を
２
万
円
か
ら
原
則
４
万
円
に
見

直
す
制
度
改
正
を
令
和
５
年
内
に
実

施
す
る
と
し
ま
し
た
（
12
月
27
日
施

行
済
）。
こ
れ
に
よ
り
、
通
信
料
金
・

サ
ー
ビ
ス
競
争
へ
の
シ
フ
ト
を
加
速

さ
せ
ま
す
。

①　納得感のある料金・良質なサービスの実現
　●　端末の廉売競争から、通信料金・サービス競争へのシフト
　　　・ 「１円端末」販売につながる過度な割引を規制（転売ヤー等の防止）

通信料金・サービス競争へのシフト

新たな課題が発生（転売ヤー）

制度見直しへ（転売ヤーの防止）

特
集
２　
「
モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た　
令
和
５
年
11
月
７
日

端末の購入代金
（税抜）

100,000 円
割
引
後

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
端
末
販
売
を

す
る
際
の
割
引
額
の
総
額
を
規
制

【現状】 【新制度】

▲ 20,000 円：
規制対象

▲ 79,999 円：
規制対象外※

1 円端末等

（※）端末単体
販売でも同額の
割 引（「 白 ロ ム
割」）をする限
り、規制なし

▲ 40,000 円：
規制対象

60,000 円
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26.8%

現在利用している料金プラン内容に特に
不便を感じていないから

手続きを行うことが面倒だから

新料金プランに魅力を感じないから

（乗り換えると、）
今より料金が高くなってしまうから

興味がないから

現在の通信会社が最も信頼できるから

利用できるデータ容量が、
自分の使用量と合わない（多すぎる）から

（乗り換えると、）光セット割や家族割が
適用されなくなってしまうから

多少料金が高くても、
通信の質が高い方がいいから

特に理由はない
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携
帯
各
社
は
、
令
和
３
年
春
以
降
、

従
来
の
プ
ラ
ン
よ
り
低
廉
な
料
金
プ

ラ
ン
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、
利

用
者
は
自
分
に
合
っ
た
低
廉
な
新
料

金
プ
ラ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、

携
帯
料
金
の
支
出
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
新
料

金
プ
ラ
ン
に
移
行
し
携
帯
料
金
が
安

く
な
っ
た
と
回
答
し
た
人
は
、
平
均

月
約
２
千
円
（
年
間
約
２
・
４
万
円
）

安
く
な
っ
た
と
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

未
だ
に
約
半
数
の
利
用
者
は
旧
来
の

プ
ラ
ン
に
残
っ
て
お
り
、
新
料
金
プ

ラ
ン
へ
移
行
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

新
料
金
プ
ラ
ン
に
乗
換
え
な
い
理
由

と
し
て
、「
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

面
倒
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
続
簡
素
化
の
た
め
、
令
和
５
年

５
月
か
ら
、
従
来
よ
り
容
易
に
携
帯

電
話
事
業
者
の
乗
換
え
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
手
続
は
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
民
間
事
業
者

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
認
知
度
は
約
14
％
と
低
い

状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
い
つ
で
も
自
由
に
容

易
な
手
続
で
料
金
プ
ラ
ン
の
変
更
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

等
の
国
民
理
解
の
向
上
を
図
る
た

め
、
モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ

ン
の
対
策
と
し
て
、補
正
予
算
約
１
・

５
億
円
を
活
用
し
周
知
広
報
を
実
施

す
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

利
用
者
が
自
分
に
合
っ
た
低
廉
な
プ

ラ
ン
を
選
択
す
る
よ
う
促
進
し
ま
す
。

新
料
金
プ
ラ
ン
移
行
で

年
間
約
２
・
４
万
円
安
く
な
る

実
は
手
続
簡
単

【
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
始
ま
る
】

周
知
広
報
の
実
施

半
数
は
旧
来
プ
ラ
ン
に
と
ど
ま
る

理
由
は
手
続
面
倒

【新料金プランへ乗換えない理由】 【新料金プランへの乗換え意向】

モバイル市場競争促進プランの施策紹介（２）
②　事業者間の乗換えの円滑化の加速
　●　事業者を乗り換えるための費用（スイッチングコスト）の低廉化
　　　・ 新料金プランの移行の検討促進のための広報

出典：モバイル市場の制度整備を受けた利用者の
　　　意識変化に関する調査（2023 年９月実施）

新料金プランを
利用している
50.7％

今後
乗り換えたい
と考えている

3.６%

乗り換える
つもりだが
乗換え先は検討中
5.0%

今のところ
乗り換える
つもりはない	
２６.5％

発表された料金プランについて
知らないので、
わからない	
14.２％

40.7％
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Ｍ
Ｎ
Ｏ
３
者
に
よ
る
寡
占
的
な
市

場
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
競

争
力
確
保
が
重
要
で
す
。
他
方
、
Ｍ

Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
Ｍ
Ｎ
Ｏ
に
対
す
る
相
対
的

な
競
争
力
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｎ
Ｏ
と
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
適
正
な
競

争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
、
通
信
料

金
・
端
末
料
金
の
分
離
に
係
る
規
制

対
象
か
ら
、
独
立
系
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
を
除

く
制
度
改
正
を
令
和
５
年
内
に
実
施

す
る
と
し
ま
し
た
（
12
月
27
日
施
行

済
）。

　

加
え
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
競
争
力
確

保
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
料
で

あ
る 

「
デ
ー
タ
接
続
料
」
の
低
廉
化

を
一
層
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
デ
ー
タ
接
続
料
を
令
和

５
年
度
当
初
と
比
較
し
て
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
は
、
約
３
割
低
廉
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ
ン

で
示
し
た
取
組
の
実
施
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
加
え
、
更
な
る
競
争

促
進
化
策
の
検
討
を
行
う
場
と
し

て
、
競
争
ル
ー
ル
の
検
証
に
関
す
る

Ｗ
Ｇ
、
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
等
を
活
用
し
て

来
年
夏
を
目
途
に
結
論
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
早
期
に
検
討
を
開
始
す
る
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

･  　

通
信
料
金
の
低
廉
化
に
加
え
、

端
末
を
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
多
様
な

も
の
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
中

古
端
末
を
含
む
端
末
市
場
の
更
な

る
活
性
化
の
た
め
の
対
策

･  　

モ
バ
イ
ル
市
場
の
寡
占
的
な
状

況
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
競
争
を
一
層
促
進
さ
せ
る
た

め
の
実
効
性
の
高
い
対
策

を
中
心
に
幅
広
く
検
討
を
行
い
ま

す
。

競
争
環
境
整
備
に
は
、

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
競
争
力
確
保
が
重
要

更
な
る
競
争

促
進
化
策
の
検
討

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
へ
の
規
制
緩
和

デ
ー
タ
接
続
料
の
低
廉
化

【データ接続料の低廉化】

特
集
２　
「
モ
バ
イ
ル
市
場
競
争
促
進
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た　
令
和
５
年
11
月
７
日

モバイル市場競争促進プランの施策紹介（3）
③　事業者間の公正な競争環境の整備の促進
　●　事業者間の競争環境の整備
　　　・ 通信・端末分離規制の基準値の引き上げ（→独立系 MVNO を規制の対象から除外）
　　　・ 接続料の更なる低廉化
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白
し ら

良
ら

浜
は ま

千
せ ん

畳
じ ょ う

敷
じ き

町名の由来でもある約 620 ｍに渡る砂浜。米
ハワイ州のワイキキビーチが姉妹浜。花火や
ランタンなどのイベントが開催される。

太平洋に突き出した巨大な砂岩の岩盤が
打ち寄せる荒波に浸食されて生まれたダ
イナミックな景観。特に夕日は絶景。

白浜町にある近畿大学
水産研究所は水揚げが
少なく「幻の魚」と呼
ばれるくえの養殖に成
功した。「紀州本九絵」
として出荷される。

一年中味わえる高級魚

岩だたみのような大岩盤

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
聖
地
」で
進
む

「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
」の
ま
ち
づ
く
り

白
浜
町
和
歌
山
県

青

い海と白い砂浜の美しいコントラスト

くえ鍋

世界に誇れる観光
リゾート白浜を実現

　すでに 17 社の ICT 企業に進出していただいている本町は
総務課に情報推進係を設け、ここを１つの核として DX を推
進しており、政府や和歌山県、民間企業の皆さんの協力を得
ながらテレワークやワーケーションの事業を進めております。
事業拠点としての優位性のほか、自然環境や観光資源に恵ま
れる本町の魅力をより広く知っていただくことにより「世界
に誇れる観光リゾート白浜」を実現することも視野に、「住
んでよし、訪れてよし」のまちづくりに邁進してまいります。

白浜町長　井
い

澗
たに

 誠
Sirahama
Town
人　口：20,225 人
　　　　（令和 5 年 10 月末現在）
面　積：200.98㎢
市の花：はまゆう
市の木：さくら
市の鳥：しらさぎ
URL http://www.town.shirahama.wakayama.jp



川添茶

とれとれ市場
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白浜温泉

銘菓かげろう
三
さ ん

段
だ ん

壁
べ き

洞窟

ナギサビール

Office Cloud 9

  水軍の伝説が残る洞窟

白浜温泉

銘菓かげろう

とれとれ市場

三
さ ん

段
だ ん

壁
べ き

洞窟

日本書紀に記載があり、万葉集にも「牟
む

婁
ろ

の
古湯」として登場する。町内には源泉かけ流
し温泉、足湯、共同浴場などが点在。

年
間
３
０
０
万
人
の
観
光
客
を
魅魅
了
す
る

高さ約60mの断崖、三段壁にあり、源平合戦のさい熊野水軍が舟を
隠したという伝説が残る洞窟を探検できる。

古
く
か
ら
の
名
湯湯
と
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線

昼夜の温度差が大きい白浜町の山
間部、市

いち

鹿
か

野
の

地区で栽培される煎
茶の名品。紀州徳川家に献上され
た歴史を持つ。

香り高い煎茶として知られる

飛鳥時代から知られる日本三古湯

地元堅田漁協直営の海鮮市場

和歌山を代表するお菓子

西日本最大級の海鮮マ
ーケット。全国の海産
物や和歌山の特産品を
販売。場内の「とれと
れ横丁」では寿司や海
鮮丼を楽しめる。

1933年創業の白浜町の菓
子店の銘菓。熟練の職人
が生地を練り、外はサクッ、
中はフワッとした食感に
焼き上げる。

川添茶

え
、
羽
田
国
際
空
港
か
ら
南
紀
白
浜
空
港

ま
で
約
1
時
間
。
空
港
か
ら
町
の
中
心
部

ま
で
車
で
5
～
10
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
、
さ
ら
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普

及
す
る
中
、
町
内
に
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、休
暇（
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
適
し
た
土
地
で
仕
事

（
ワ
ー
ク
）
を
す
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
適
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、「
先

進
地
」「
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

白
浜
町
は
関
係
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大

と
そ
の
先
の
「
転
職
な
き
移
住
」
の
実
現

を
目
指
し
た
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

町
域
に
吉
野
熊
野
国
立
公
園
と
日ひ

置き

川が
わ

県
立
自
然
公
園
を
含
む
白
浜
町
は
有
馬
・

道
後
と
並
ぶ
日
本
三
古
湯
の
南
紀
白
浜
温

泉
、
美
し
い
白
砂
の
ビ
ー
チ
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
な
ど
の
観
光
資
源
を
有

し
、
年
間
３
０
０
万
人
ほ
ど
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。

　

古
く
か
ら
近
畿
圏
の
代
表
的
な
観
光
地

で
し
た
が
、
昭
和
43
年
に
南
紀
白
浜
空
港

が
開
港
す
る
と
首
都
圏
か
ら
の
来
訪
者
も

急
増
し
ま
し
た
。

　

山
や
海
、
川
の
自
然
が
あ
り
、
過
ご
し

や
す
い
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
う

Office Cloud 9
出張時やリモー
トワークの利用、
ワーケーション
の促進などを目
的とする。6 つ
の個室ブースや
オープンスペー
ス、会議室を備
える。

空港至近のワーケーション施設

ナギサビール地元の水を使ったクラフトビール

仕込みに名水「富田の水」を
使用した香り高く、深みのあ
るビール。「ペールエール」
や「みかんエール」などがあ
る。工場見学も可能。
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白浜町の取組

01
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築Ｎ

ナｅ
ーｒ
ブｖ
ネｅ
ッＮ
トｅ
ｔ

通
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
接
続
が
可
能
で
、
災

害
だ
け
で
な
く
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る

強
靭
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
白
浜
町
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

利
用
者
の
反
応
や
傾
向
を
分
析
し
、
要
望

を
実
現
し
て
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
イ

ト
や
白
浜
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
個
人

デ
ー
タ
取
得
時
の
同
意
確
認
に
つ
い
て
Ｇ

Ｄ
Ｐ
Ｒ
(一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
)に
準

ず
る
対
応
を
と
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
国

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
と

耐
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
白
浜
町
は
、
令
和
４
年
12
月
に
新

た
に
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ

め
全
設
備
を
刷
新
し
、
Ｎ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
Ｎ
ｅ

ｔ
の
本
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
は
市
販
の
無
線
・

有
線
回
線
を
利
用
し
て
構
築
で
き
る
情
報

白浜町の Nerve Net は Wi-Fi で接続
する高速・広域のイントラネット。

ア ン テ ナ を 増 設 し
Wi-Fi エリアを強化。
写真はホテル屋上。

FM 送信所や白浜町消
防本部など町内に15か
所の基地局を設置した。

保
育
園
留
学

白浜町の取組

02
こ
ど
も
は
地
域
の
保
育
園
に
通
い

家
族
は
連
携
宿
泊
施
設
に
滞
在

　

家
族
で
過
ご
し
た
い
場
所
を
選
ん
で
、

こ
ど
も
は
一
定
期
間
、
そ
の
地
域
の
保
育

園
に
通
い
、
保
護
者
は
宿
泊
施
設
に
滞
在

す
る
の
が
株
式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
保
育
園
留
学
」
で
す
。

　

白
浜
町
は
こ
れ
を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
、
令
和
5
年
度
か
ら

日ひ

置き

川
地
域
の
町
営
日
置
保
育
園
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
留
学
費
用
は
株
式
会
社
ギ

フ
テ
ィ
と
取
り
組
む
「
南
紀
白
浜 

旅
先

納
税
」
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
利

用
し
て
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支
払

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら「
第
2
の
故
郷
が
で
き
た
」

と
い
う
声
が
あ
が
る
な
ど
好
評
で
あ
り
、

他
の
地
域
に
も
広
げ
る
計
画
で
す
。

日置保育園の巨木
にはこどもたちに
人気のツリーハウ
スがある。

地元の園児は留学
してきた友だちと
あっという間に打
ち解ける。
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白浜町の取組

03
安
心
し
て
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
の

観
光
と
防
災
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

し
ら
は
ま
こ
ん
ぱ
す

難
所
に
向
か
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
し
ら
は
ま
こ
ん
ぱ
す
」
は
白
浜

町
に
拠
点
を
置
き
、
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
化
を

支
援
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

株
式
会
社
ウ
フ
ル
が
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ「
ｅエ

ｌル

ｃコ

ｏン

ｍパ

ｐス

ａ
ｔ
ｈ
」を
ベ
ー

ス
に
白
浜
町
の
レ
ト
ロ
な
風
景
写
真
を
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
投
稿
機
能
を
追
加
し
、
地
域
な

ら
で
は
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
な
ど
、

他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

観
光
客
が
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
よ
う
、

白
浜
町
は
内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
、
令

和
5
年
10
月
に
観
光
防
災
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ

プ
「
し
ら
は
ま
こ
ん
ぱ
す
」
の
サ
ー
ビ
ス

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
現
在
地
が
表
示
さ

れ
、
平
時
は
観
光
マ
ッ
プ
と
し
て
利
用
で

き
、
災
害
時
に
は
土
地
勘
が
な
く
て
も
避

和歌山県 白浜町

「しらはまこんぱす」
のロゴ。

平時はデジタル観光
マップとして観光情
報を提供する。

防災モードに切り替
えれば避難所などが
現れる。

検索しなくても観光スポットや現在
地が表示され、直感的に利用できる。

自然や農業の魅力を伝えられる仕事を求めて

「人と人、 
人と自然をつなぐ」
をコンセプトに
活動しています

農園「わかやま
  しらはま農家」代表
　 遠藤賢嗣さん

自然や農業に親しんでもらうため収穫
体験などの事業に力を入れている。

白浜町に

移住しました

化に貢献したい」と思うようにな
り、2018 年に農業を始めました。
　現在は 2.5haの農地でケイトウ
やストックなどの花

か

卉
き

やトウモロ
コシやレタスなどを育てながら、
収穫体験や農福連携などに取り組
んでいます。

　生まれて初めての旅行先が白浜
町だったという京都府出身の遠
藤賢嗣さんは大学卒業後、アドベ
ンチャーワールドのスタッフにな
り、イルカやクジラの飼育を担当
していましたが、「自然と寄り添
い、色々な人と関わり、地域活性
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令和6年４月から
公共安全モバイルシステムが
始まります

MIC NEWSMIC NEWS

01
　

公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム（
旧
：
公

共
安
全
Ｌ
Ｔ
Ｅ（
Ｐ
Ｓ
-Ｌ
Ｔ
Ｅ
））は
、
主

に
国
や
地
方
自
治
体
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
者

と
い
っ
た
公
共
機
関
が
使
用
で
き
る
、
携

帯
電
話
技
術
を
活
用
し
た
通
信
手
段
で
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
広
域
化
し
、

各
機
関
が
相
互
に
有
機
的
な
情
報
共
有
・

連
携
を
行
っ
て
災
害
に
対
処
す
る
こ
と
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
災
害
発
生
時
等
で
も
音

声
の
ほ
か
、
画
像
・
映
像
を
送
れ
る
通
信

能
力
を
持
つ
「
公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
」
の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
市
販
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
で
き
る
た
め
、
機

器
の
低
コ
ス
ト
化
も
実
現
で
き
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
組
織
内
外
の
円
滑
な
連
絡
・
情

報
共
有
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

　

公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
大

き
く
３
つ
の
特
長
が
あ
り
ま
す
。
１
点
目

は
、
１
台
の
端
末
で
複
数
事
業
者
の
モ
バ

イ
ル
網
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

２
点
目
は
、
災
害
時
等
で
も
デ
ー
タ
通
信

量
増
加
の
影
響
を
受
け
に
く
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
３
点
目
は
、

災
害
時
優
先
電
話
機
能
が
選
択
可
能
な
こ

と
で
す
。

　

す
で
に
、
米
国
や
韓
国
な
ど
の
諸
外
国

で
は
、
公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に

類
す
る
無
線
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
が
国
で
も
令
和
６
年
４
月
か
ら

一
部
の
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　

公
共
安
全
モ
バ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
災

害
時
に
お
い
て
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の

円
滑
な
情
報
共
有
を
行
え
る
有
効
な
通
信

手
段
の
１
つ
で
あ
り
、
多
く
の
主
体
が
利

用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
相
互
に
円
滑
か
つ

高
度
な
情
報
共
有
が
期
待
で
き
る
も
の
で

す
。

　

災
害
時
に
止
ま
ら
ず
、
平
時
も
各
機
関

で
公
用
携
帯
電
話
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

新
し
い
通
信
手
段
と
し
て
ぜ
ひ
導
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

公共安全モバイルシステム（旧：公共安全ＬＴＥ）とは

・公共安全モバイルシステムは、携帯電話技術（LTE、5G NSA）を活用した公共
  機関向けの通信システムです。
・市販のスマートフォン（Android、iOS が使用可）を用いて複数の携帯電話事
  業者に接続することができます。
・公共安全モバイルシステムは、電気通信事業者がサービスとして通信回線を提供
  し、情報共有する際に使用するアプリなどについては、ユーザー自ら選択して導
  入し、利用していただきます。

お問い合わせ先：総務省	重要無線室	ps-lte@ml.soumu.go.jp

公共安全モバイルシステム

消 防消 防 地方公共団体地方公共団体

自衛隊

▶︎災害時は、関係機関間で、映像等による被害状況を共有する際に使用。
▶︎平時は、通常業務等の連絡用として使用。
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公共安全モバイルシステムの活用事例

マルチキャリア対応（複数のモバイル網に接続可能）のほか、つながりやすい通信回線を利用
できる公共安全モバイルシステムの特長を生かし、災害でもリアルタイム性の高い現状把握と
対応を実現することで、より迅速かつ的確な災害対応に貢献することができます。

● 例１：被害地の位置情報と被害状況の共有

位置情報
共有

公共安全モバイル
システム端末

タブレット端末
（公共安全モバイルシステム

のSIM搭載）

● 例２：動画や画像を活用し被害状況や活動の様子

災害対策本部 （都道府県庁）

現場指揮本部

災害現場

動画
リアルタイム配信

動画
リアルタイム配信

動画
リアルタイム配信

災害対策本部 （都道府県庁）現場応急救護所／現場指揮所
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私たちの貴重な文化財を火災から守りましょう

１月26日は文化財防火デーです

MIC NEWSMIC NEWS

02
　

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
法
隆
寺
金

堂
（
奈
良
県
生
駒
郡
）
か
ら
出
火
し
た
火

災
に
よ
っ
て
、
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

ち
、
世
界
的
な
至
宝
と
い
わ
れ
た
金
堂
の

壁
十
二
面
に
描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼

損
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
文
化
財
の
焼
失
が
相
次
ぐ

中
、
こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を
守

る
と
と
も
に
、
国
民
一
般
の
文
化
財
愛
護

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭

和
30
年
に
消
防
庁
と
文
化
庁
の
共
同
主
唱

の
下
、
法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ

る
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
こ
の
日

を
中
心
に
、
文
化
財
建
造
物
な
ど
に
お
け

る
防
火
運
動
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
財
建
造
物
は
そ
の
多
く
が

木
造
で
あ
り
、
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も

木
や
紙
ま
た
は
布
な
ど
の
燃
え
や
す
い
材

質
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
火
災

に
よ
る
焼
損
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
フ
ラ
ン
ス
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖

堂
に
お
け
る
火
災
や
、
沖
縄
県
那
覇
市
の

首
里
城
に
お
け
る
火
災
も
踏
ま
え
、
文
化

財
や
復
元
建
造
物
な
ど
の
防
火
対
策
が
一

層
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
な
ど
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
火
気
管
理
な

ど
の
出
火
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
文
化
財
関
係
者
や
関

係
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
の

連
携
・
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
は
、
文
化
財
関
係

者
や
消
防
関
係
者
が
協
力
し
て
、
全
国
各

地
で
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
文
化
財
愛
護
の
意
識
や
、
防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
ー
と
は
？

文
化
財
を
守
る
た
め
に

文化財防火デーに伴う
主な消防訓練等実施文化財（過去3年間）

開催年 文化財

令和３年
第67回

令和４年
第68回

令和５年
第69回

龍谷山本願寺 （京都府京都市）

瑞龍寺 （富山県高岡市）
迎賓館赤坂離宮 （東京都港区）

吉備津神社 （岡山県岡山市）
聖徳記念絵画館 （東京都新宿区）

令和５年１月26日、吉備津神社で行われた消防訓練の様子
写真提供／岡山市消防局

その他の地域における
訓練などの予定については、
最寄りの消防署にお問い合わせください。

場所 : 龍谷山本願寺（京都府京都市）
　　   築地本願寺（東京都中央区）
日時：令和 6 年 1 月 26 日 ( 金 )

第 70 回
文化財防火デー
主な消防訓練場所
　　　　　　　  （予定）

文化庁ホームページ
第６9回文化財防火デーにおける各地の
主な消防訓練の様子など
https://www.bunka.go.jp/seisaku/
bunkazai/hogofukyu/boka_day.html

お問い合わせ先
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マイナンバーカードの活用事例を紹介！

岐阜県下呂市

マイナンバーカードを活用した
デジタル通知サービス

　

岐
阜
県
下
呂
市
で
は
、
市
民
に
必
要

な
情
報
を
積
極
的
に
お
伝
え
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
対
象

者
が
漏
れ
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現

す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
連

携
し
た
ｘ
Ｉ
Ｄ
（
ク
ロ
ス
ア
イ
デ
ィ
）
ア

プ
リ
に
対
し
て
、
個
別
に
お
知
ら
せ
を
配

信
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
ｘ
Ｉ
Ｄ
ア
プ
リ
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
署
名
用
電
子
証
明
書
を

使
用
し
て
認
証
を
行
う
こ
と
で
、
お
知
ら

せ
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
、
子
育
て
世
代
向
け
の
一
部

サ
ー
ビ
ス
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
プ
リ
で
お
知
ら
せ
を
配
信
す
る
こ
と
で
、

郵
送
の
場
合
と
異
な
り
、
他
の
郵
便
物
と

の
混
合
等
が
な
い
ほ
か
、
自
治
体
側
で
も

開
封
状
況
を
確
認
で
き
る
た
め
、
お
知
ら

せ
の
見
逃
し
を
防
止
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
市
役
所
か
ら
の
情
報

を
い
つ
で
も
ス
マ
ホ
で
確
認
で
き
る
の
は

あ
り
が
た
い
。」
と
の
声
が
あ
り
、
市
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
郵
送

か
デ
ジ
タ
ル
で
通
知
を
受
け
る
の
か
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編 集 後 記
e d i t o r i a l  n o t e

　

１
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご

紹
介
し
た
の
は
、
和
歌
山
県
白
浜
町
で

す
。
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
夏
で
な
く
て
も
、
有
名

な
「
白
良
浜
」
の
白
い
砂
浜
が
本
当
に
美

し
く
、
ほ
か
に
も
温
泉
、
パ
ン
ダ
、
美
味

し
い
地
ビ
ー
ル
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
魅

力
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。

　

旅
行
先
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
で
は
、
地
域
Ｄ
Ｘ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
整
備
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス

環
境
を
活
用
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も

力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
取
材

で
は
、
南
紀
白
浜
空
港
の
す
ぐ
と
な
り
に

オ
ー
プ
ン
し
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
施
設
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
木
の
香
り
が
爽

や
か
で
快
適
な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
海
が

見
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
眺
望
に
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
働
け
た
ら
、
な
ん
て
幸
せ
な

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

関
西
圏
か
ら
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
か

ら
も
羽
田
空
港
発
の
便
な
ら
約
１
時
間
。

気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

Ｈ
・
М
）

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp



総
務
省

 M
inistry of Internal Affairs and C

om
m

unications　
2024

年
1

月
1

日
発

行
　

第
277

号
（

毎
月

1
回

発
行

）　
発

行
／

総
務

省
　

編
集

協
力

／
株

式
会

社
角

川
ア

ス
キ

ー
総

合
研

究
所

　
印

刷
／

昭
栄

印
刷

株
式

会
社

　
Printed in Japan

この印刷物は古紙配合率 70％再生紙を使用しています。




